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はじめに―本日の説明会の構成

１．新大学院総合学術研究科とは何か―改組の背景

２．新研究科の構成

３．カリキュラムの特徴

４．入学者選抜について

５．各学位プログラムの紹介



１．新大学院―総合学術研究科とは何か 改組の背景
※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。

気候変動、温暖化問題

食料、エネルギー問題
安全保障問題

SDGs推進
急速なデジタル化への対応

グローバル課題

超高齢化問題

地方から都市への人口流出
産業競争力の低下

労働生産人口の減少

医療費の増加、地域間の医療格差

スキル不足への不安

知識不足への不安
キャリアパスへの不安

AI普及に伴う将来への不安
グローバル対応への不安

就職後の不安

複雑化する社会課題を解決できる人材養成が求められている

人文社会科学の「知」と自然科学の「知」を結合させ単一専門知では解決できない

課題を解決する 「総合知」の創出が必要

専門深化型
学位プログラム

専門深化型
学位プログラム

就職後の不安

日本の社会課題
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１．新大学院―総合学術研究科とは何か 改組の背景
※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。

グローバル課題

日本の社会課題 就職後の不安

専門深化型
学位プログラム

専門深化型
学位プログラム

就職後の不安

日本の社会課題
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２．新研究科の構成
※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。

総合学術研究科（仮）

専門深化型
学位プログラム

専門深化型
学位プログラム

・現代社会⽂化研究科と自然科学研究科を１研究科に統合

人⽂社会科学専攻と自然科学専攻の2専攻の修士課程を設置

・新研究科では全専攻で教育課程を学位プログラムにより編成
専門深化型学位プログラム群と新潟学際型学位プログラム群で構成

・全ての学位プログラムにおいて専門分野固有の能力に加えて、
学際的知識・複数の研究方法論とトランスファラブルスキルを修得させる
新しい科目を開設する。

日本の社会課題

ー総合知を創出する場で活躍できる人材育成を目指した大学院改革ー

・「ライフ・イノベーション」を中核とした総合知を創出するための場と人材育成を実現

・⼊学生の多様なニーズに配慮した学位プログラムの開設と学位の質の担保

・縦割り組織を解消し、異分野の教員・学生が共同する新科目の開設
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数理物質科学専攻(63)

材料⽣産システム専攻(143)

電気情報⼯学専攻(137)

⽣命・⾷料科学専攻(70)

環境科学専攻(89)

現代社会⽂化研究科（4専攻）

⾃然科学研究科（5専攻）
博⼠前期課程（502）

【現⾏】 令和7年4⽉〜

医科学専攻(20)

修⼠課程（20）
医⻭学総合研究科

※医科学専攻の定員5名を
総合学術研究科（ひと脳・健康科学プログラム）に移⾏

5(※)

⼈⽂社会科学専攻（60）

総合学術研究科（仮称）（2専攻・11学位プログラム）

アニメ・映像資源科学プログラム ＜5＞

⽇本酒学プログラム ＜5＞

情報社会デザイン科学プログラム ＜59＞

カーボンニュートラル融合科学プログラム ＜10＞

フィールド科学プログラム ＜15＞

ひと脳・健康科学プログラム ＜10＞

⼈間⽂化科学プログラム ＜30＞

現代社会科学プログラム ＜20＞

物質創成・基礎科学プログラム ＜131＞

システム創成科学プログラム ＜136＞

⽣命環境・⾷料科学プログラム ＜136＞

【改組後】 令和8年4⽉〜

⽇本酒学プログラム ＜5＞

⾃然科学専攻（507）

アニメ・映像資源科学プログラム ＜5＞

修⼠課程（567）

︓専⾨深化型学位プログラム ︓新潟学際型学位プログラム

( )の数︓⼊学定員
〈 〉の数︓募集⼈員（⽬安）

博
⼠
後
期
課
程
設
置
予
定
︵
令
和
10
年
４
⽉
︶

⽂学

法学、⾏政学、経済学、
経営学

⼯学

理学

⽂学

経営学

⼯学

⼯学

理学、⼯学

理学、農学

農学

⼯学

理学、⼯学、農学

学位の専攻分野
全てのプログラムで「学術」の

学位を取得可能

２．新研究科の構成

博⼠前期課程（60）

社会⽂化専攻(20)

現代⽂化専攻(10)

法政社会専攻(10)

経済経営専攻(20)

※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。5



現代社会⽂化研究科（4専攻）

【現⾏】 令和7年4⽉〜

⼈⽂社会科学専攻（60）

総合学術研究科（仮称）（2専攻・11学位プログラム）

アニメ・映像資源科学プログラム ＜5＞

⽇本酒学プログラム ＜5＞

⼈間⽂化科学プログラム ＜30＞

現代社会科学プログラム ＜20＞

【改組後】 令和8年4⽉〜

⽇本酒学プログラム ＜5＞

⾃然科学専攻（507）

アニメ・映像資源科学プログラム ＜5＞

修⼠課程（567）

︓専⾨深化型学位プログラム ︓新潟学際型学位プログラム

( )の数︓⼊学定員
〈 〉の数︓募集⼈員（⽬安）

博
⼠
後
期
課
程
設
置
予
定
︵
令
和
10
年
４
⽉
︶

⽂学

法学、⾏政学、経済学、
経営学

⼯学

⽂学

経営学

農学

学位の専攻分野
全てのプログラムで「学術」の

学位を取得可能

２．新研究科の構成 現代社会文化研究科からの変更点

博⼠前期課程（60）

社会⽂化専攻(20)

現代⽂化専攻(10)

法政社会専攻(10)

経済経営専攻(20)

※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。6

※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。
３．カリキュラムの特徴

・専門分野に固有の能力の育成：学位共通科目群 プログラム専門科目群
・学際的知識・複数の研究方法論とトランスファラブルスキル： 学際的基盤科目群
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４．入学者選抜について
※ 本計画は予定であり、変更になる場合があります。

・入学者の選抜は、一般選抜、社会人特別選抜、外国人留学生特別選抜の３つの選
抜区分において学位プログラムごとに目安の定員を定めて実施します。

なお、一般選抜の 「第１次募集」においては、学士課程における学業成績優秀者
を対象とした「学業成績優秀者特別枠」を実施します。（詳細は後日公表）

・選抜は、書類審査と口述試験で実施します。ただし人間文化科学プログラム
臨床心理領域では、これに加えて学力試験を実施します（詳細は後日公表）

・一般選抜においては、公的語学検定スコアの提出を求めます。但し、「学業成績優
秀者特別枠」出願者は、公的語学検定スコアの提出を免除します。（詳細は後日公表）

専門深化型
学位プログラム

専門深化型
学位プログラム募集要項公表 「第１次募集」（9月入試） 「第２次募集」（2月入試） 入学日

入試日程 令和７年９月下旬以降 令和８年２月中旬

合格発表 令和７年10月中旬以降 令和８年３月中旬
令和7年7月以降 令和8年4月1日
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